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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:1000

Calculated MW:35 kDa; Observed MW:35 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンのない遺伝子は、メラノサイト刺激ホルモン（MSH）の受容体タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、7回膜貫通型のGタンパク質共役受容体であり、メラニン生成を制御します。メラニンには、赤色フェオメラニンと黒色ユーメラニンの2種類があります。機能喪失につながる遺伝子変異は、フェオメラニン産生の増加と関連しており、皮膚や髪の色が薄くなります。ユーメラニンは光防御作用がありますが、フェオメラニンは紫外線照射によってフリーラジカルを生成し、紫外線による皮膚損傷の一因となる可能性があります。MSHが受容体に結合すると、受容体が活性化され、ユーメラニンの合成が促進されます。この受容体は、日光感受性の主要な決定因子であり、黒色腫および非黒色腫性皮膚がんの遺伝的危険因子です。皮膚や髪の色と相関する30以上の変異アレルが同定されており、この遺伝子が正常なヒトの色素変異を決定する上で重要な要素であることが示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	MC1-R ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した A375 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

